
ジョルジュ･バタイユF臓

-一癒しとしての物語-

神田浩一

1.序文 バタイユと書くこと

ジョルジュ･バタイユ(Geo聯SBata皿e,1897-1962)は､書く主体を絶えず

宙吊りにするような､言語の肉体性を顕わにするような特異なテクスト(恐ら

くは唯一のテクスト(1))を書き続けたが､自らのエクリチュールに対する態度

について､次のように語っている｡

何ものかが私に書かせている｡思うに､恐怖が､狂ってしまうことへの恐

怖が､私を書く行為へと駆り立てている(カ｡

バタイユにとって､書くということは狂気からの逃亡の意味を持っていた｡

ただし､それはまるで､おぞましいものに触れたように､狂気から顔をそむけ

るような消極的な逃亡ではなく､書くことによって狂気を露呈させ､狂気を自

らのまわりに蠣集させ､そこから｢狂気よりも早く走りだすのが唯一の脱出口

である色)｣というような意味での積極的な逃亡である｡何かを書くという他動

詞としての書く行為よりも､自動詞として､ただ書くという行為そのものが彼

にとっては問題だったのである｡彼のたどった生の軌跡を見てもそのことは明

らかである｡バタイユの生涯を事後的に再構成した場合に､少なくとも2度の

大きな転機を見い出すことが出来る｡最初は､『眼球霹』(19謂)を執筆した

時期であり､次には､『内的体験』(1943)等を執筆した時期である｡いずれ

の時期もバタイユにとっては精神的危機の時代で､その危機を実際彼は書くこ

とによって乗り超えている｡

この論文では､バタイユにとっての最初の転磯を扱う｡『眼球霹』が成立し
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たのは､19謂年､バタイユが31歳のときのことである｡『眼球帝』を執筆する

以前のバタイユは､ト連の不運と陰欝な挫折(4)｣に悩み｢悪戦苦闘(5)｣し

ていた｡私生活面では､ミシェル･レリスなどの友人たちが､シュルレアリス

ムの稚拙で無謀な企て(バタイユによれば)に参与し､バタイユを孤独の中に

置喜去りにした｡(少なくとも彼はそう感じた)また､思想的には､30歳にも

なろうとしているのに､バタイユはまだ何も著述を残すことが出来ずにいた｡

『陽気な冷笑家(の』も『W･C』もレフ･シェストフ研究もすべて完成にまで

はいたらなかった｡そういった絶望的な状況の中で､『W･C』や『太陽肛

門』などの｢彼の著述に見られる毒性と全般的な強迫観念(7)｣に危惧を抱いた

ドース博士の勧めにしたがって､バタイユはアンドリアン･ボレルの精神分析

を受ける｡ボレルの勧めにしたがって書かれた強迫観念に満ちた文章の一連の

イメージが､分析の対象となり､書かれつつある作品を完結に導くといった形

で分析は進められたらしい(8)｡ボレルの注意深く､好意的な態度によって治療

は成功し､『眼球霹』は成立した｡その時のことをバタイユは晩年になって次

のように語っている｡

それによって私は､それまでのまったく病的な存在から､比較的付き合い

やすい人間に変わったのです(9)｡

私が､初めて書いた本､それは精神分析を受けて､そう､そこから抜け出

さなければ書けなかったでしょう｡そういうやり方で解放されて初めて書

き得たと言っていいと思います(10)｡

『眼球割の執筆とし†うエクリチュールの実践行為が､彼に不可避な変容を

もたらしたのだが､彼の語る｢解放｣とは一体何だったのかを考察したい｡こ

の処女作(11)には､後に展開される思想内容がほとんど包含されており､この物

語を書いたことは､長い間何も書けなかったバタイユから｢20世紀最大の著述

家の一人(1カ｣であるバタイユへの変容を意味する出来事であるからだ｡思想家

バタイユの誕生の現場に立ち合ってみたい｡

具体的には､まず『眼球欝』という物語に固有の特徴を抽出する｡そして､
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そこに見られるテクストの特徴がどのようにして形成されたかを遡及的に解明

してゆく｡そして､他の初期作品や伝記的事実と合わせて､バタイユの当時の

精神状態を現出させ､『眼球欝』を書くことが､バタイユの精神にもたらした

ドラマを探ってみたい｡

2.『眼球渾』､イメージの物語

バタイユのF眼球霹』は､他の多くの優れた文学と同様に多様な読み方が可

能である｡例えば､後に展開される供犠やエロティシズムの主題の萌芽を読み

取ったり､彼がそこから自らの思想を汲み出してきた陰惨な家族体験を見出し

たりなどである｡しかし､ここでは､バタイユがこの物語を書くことによって

こうむった変容を明らかにすることが目的なので､それを説明するのに必要な

特徴に絞って論じたいと思う｡

物語の冒頭部分を見て､『眼球霹』の特徴を考察しよう｡

私は孤独な生い立ちであり､物心ついて以奉､性的な事柄に悩まされ続

けてきた｡十六歳の頃だ｡Ⅹ海岸で､シモーヌという同じ年の娘に出会っ

た｡お互いの家庭が遠縁関係にあることが分かったとき､二人の間は急速

に親しさを加えた｡知り合って三日後に､シモーヌの別荘で彼女と二人き

りになった｡彼女は糊のきいた白襟の黒い学生服を着ていた｡彼女と向か

い合っているときにこちらが感じるそわそわした思い､それを彼女の方で

も分かち合っていることに私はうすうす気づきはじめていた｡〔‥r〕膝の

上まである黒い絹靴下をはいているのはわかった｡しかし､お尻の辺りま

では覗けなかった｡〔…〕たまたま廊下の片隅に特用のミルク皿が置かれ

ていた｡

｢お皿は､お尻をのっけるためにあるのよ｡｣シモーヌが言い出した｡

｢賭けをしない｡あたしこの皿に座ってみせるわ｡｣

｢賭けてもいいよ｡座れるもんか｣息をはずませて､私はやりかえした｡

とても暑い日だった｡シモーヌは皿を小さなベンチの上に置喜､私の正

面に陣取ると､私の眼を見つめながら､腰を落とした｡ほてった背部を冷
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たいミルクに浸す様はスカートのかげになって私には見えなかったが｡私

は頭に血がのぽり､わななきながら､彼女の前に立ち尽くしていた｡その

間､彼女は私の硬直した陰茎が半ズボンを突っ張るのを見つめていた｡そ

こで私は彼女の足元に身を横たえた｡しかし彼女は身じろぎもしなかった｡

こうしてはじめて私は､白いミルクに浸った彼女の《桃色と黒色》の肉を

眼にしたのだった｡どちらも同じように興奮し､私たちはいつまでも身じ

ろぎもせずにとどまっていた(13)｡

この冒頭部分は､後に変奏されて繰り返される性的遊戯､エクスターズの最

初の場面を表しており､その意味で物語の原基をなしている同時に､これから

語られる物語のコンテクストを決定している｡

｢私は孤独な生い立ちであり､物心ついて以来､性的な事柄に悩まされ続け

てきた｡｣という冒頭の一文を見てみよう｡｢私｣の｢孤独｣と｢性｣は並列

的に述べられているが､その二つの要素は､ただ単に悪意的に取り上げられ､

列挙されているのではない｡この二つの要素の関係を考えてみると､一方が他

方の原因になっているように思われる｡つまり､ここでは｢私｣が｢孤独｣に

条件づけられており､そのために､それを破り他者との交感を可能にする

｢性｣が､｢私｣に執拗に要請されているとみなすことができる｡この一文は､

｢私｣の根源的な欲望のありかを指し示しており､物語は､この欲望を実現す

べく進んでゆくであろう｡また､この一文は､｢性｣という言葉によって､こ

の物語が選択する文学ジャンルを暗示する｡そして､その暗示通り､物語はポ

ルノグラフィーという文学ジャンルを踏襲しつつ語られていくのだ｡

ところで､この物語は､精神分析の過程に書かれた物語である｡性という暗

く捉えがたいものをなんとか言語化しようとするポルノグラフィーは､欲動の

渦巻く無意識をなんとかして言語化しようとする精神分析と相同性を持ってお

り､その意味では精神分析の過程に書かれた物語が採用するにはふさわしい形

式であるだろう｡また､精神分析は､.一人称の告白という側面も持っている｡

さらに､『眼球割の第二部での｢私｣が､物語の語り手ではなく書き手に

なっていることからも考えてみると､冒頭の｢私｣は､二重化されていると言

えるだろう｡つまり､物語の語り手の｢私｣の背後に｢性的な事柄に悩んだ｣
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書き手の｢私｣の存在が強く喚起されるのである｡

他者との隔たりを無化するという｢私｣の執物な欲望を充たし､ポルノグラ

フィーという形式に従うために､物語では､出会いも場所も理由もそそくさに

片付けられて､性的交渉がいきなり始まる｡一人の人が､ある人に対して､か

けがえのない個体として存在するようになり､それが性的対象として変容する

というようなプロセスは省略される｡その結果､物語の因果関係は蔑ろにされ､

語り手やシモーヌは､心理的連関を待った厚みのある存在ではなく､性を表象

する道具にしかすぎないといった印象を与える｡物語は､他者との性的な交感､

それのもたらすエクスターズへと真っ先に差し向けられるのだ｡そのエクス

ターズは､女性器の露呈を媒介にした｢私｣とシモーヌとの視線による交わり

という出来事が引き起こしたものである｡しかし､『眼球辞』という物語にお

いては､それ以上に､イメージの照応が､エクスクーズを強固にしている｡例

えば､｢措のミルク皿｣の白と｢白襟の黒い学生服｣と｢黒い靴下｣と性幕の

｢桃色と黒｣の色の照応｡そして､｢腰を落とす｣シモーヌの下降運動と｢陰

茎を硬直させる｣｢私｣の上昇運動の対比｡言葉は､淫らな肉体の交わりをミ

メーシスするだけでは満足せず､自ら交わりを求めているのだ｡そして､バタ

イユ自身も言うように､｢辞項と辞項の交接は肉体のそれにも劣らず刺激的で

ある(14)｣のだ(さらに､先取りして言えば､冒頭部分で最も淫らな辞項の結合

は､｢猫のミルク皿｣と｢性器｣の結合である｡これは､後に繰り返される

｢性器｣と｢限｣との最初の結合である｡確かに｢猫のミルク皿｣そのものは､

｢眼｣ではないが､物語における観念の結合と｢措の限｣というこの章のタイ

トルによって｢眼｣に結びつけられている)｡

結局､通常の物語であれば､事件として語り手が最も力をこめて語るはずで

ある｢私｣とシモーヌの性的交渉という出来事よりも､白襟の黒い学生服を着

て､黒い膝上までの靴下をはいたシモーヌの黒色で桃色の女性器が白いミルク

に出会うというイメージの照応の方に語りの比重が置かれているようである｡

この印象は､物語全体を見ると確信に変わるだろう(そして､このイメージの

照応に酔う書き手バタイユの存在が強く意識される)｡

以上の考察から､『眼球辞』は､登場人物の心理や行為を語る通常の物語と

は違って､イメージの照応を語る物語であることが分かる｡登場人物に起こる
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出来事は､物語としての擬態を示すだけでしかなく､実際には､イメージの照

応が､物語の時間軸に沿って並べられたものでしかないのだ｡

3･.『眼球霹』のイメージについて

我々は冒頭部分を手がかりにして､『眼球露』が語り手やシモー利こ起こる

出来事ではなくて､イメー?の照応､つまり､言葉に起こる出来事を語ること

を主眼とした物語であることを見てきた｡そのイメージにはどのような特徴が

あるのかを考察していこう｡

『眼球詳』にあらわれるイメージは､極めて斬新で鮮烈であるが(それは､

パフチンの述べたカーニバル的文学のイメージである)､狂気の､分裂したイ

メージではない｡イメージには､一定の厳格な秩序があり､それに従っている

ように思われるからだ｡『眼球欝』の奔放で激しいイメージがそれでも狂気と

無秩序から逃れ得ているのは､二つの規制のためであるようだ｡それは既成の

文学ジャンルのコードを流用する事によってイメージの奔流に外から枠をはめ

るという｢外からの規制｣と､根源的なイメージが物語全体を通して変奏され

ている､つまり､使うイメージを限定するという｢中からの規制｣である｡

物語全体を通してイメージがエロティックであるのはポルノグラフィーとい

うジャンルを踏襲しているからである｡物語の細部でも既成の文学コードの使

用が溢れ出るイメージを限定する枠組みとして働いているのが目立つ｡例えば､

狂気のマルセルを｢幽霊城｣に救出に行き､そこで彼女が小便で濡らしたシー

ツが幽霊のようにはためく一連のシーンは､ゴシックロマンのイメージで統一

されている｡また､■物語の最後の一文､｢四日目に､ジブラルタルでイギリス

人は一膳のヨットを買い入れた｡私たちは新しい冒険を求めて黒人水夫たちと

共に海に出た(ぴ)｡｣は､｢手軽な異国趣味によりかかる新聞小説の手法(1`)｣

を取り入れている｡自由奔放なイメージが､狂気と一線を画しているのは､こ

ういった枠組みがあるためである｡

物語を中から支え､物語の根源をなすイメージ､それは『眼球辞』(眼の

話)という題名に現われており､既に冒頭部分でも暗示的に現われていたが､

｢眼｣のイメージである｡
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｢眼｣は､自らが波乱に満ちたイメージの変転をたどり物語の主要なエピ

ソードを形成する｡まずは､死んだマルセルの見開いた｢限｣としてシモーヌ

に小便をかけられるために登場する｡次に､牡牛の｢畢丸｣に変形し､シモー

ヌの性器に入れられ､同時に､牛によってつぶされる闘牛士ダラネロの｢眼｣

としても現われ､その二つの出来事の奇跡的な同時性を演出する｡最後に､絞

殺した神父から切り取った｢眼｣として出現し､シモーヌの性器へと入れられ､

その性器から､まるでマルセルが見ているよう見つめて､語り手の｢私｣の

｢眼｣を｢恐怖のあまり勃起(17)｣させるぐらい驚かせ､物語のクライマックス

を形作る｡

また､｢眼｣はその周りに様々なイメージを蛸集させ､イメージの饗宴を催

す｡そのイメージの饗宴によるエクスクーズには､物語の登場人物の主体の消

失によるものと､言葉達の織りなすシンメトリーによるものの2つがある｡主

体の消失は､尿や血や体液などの液体を媒介とした境界の侵犯によってもたら

される｡(『眼球辞』では､まみれること､けがすこと､けがされることが

個々の主体の境界を消失するための必要十分条件であるように思われる)シン

メトリーには､色の対照(エクスターズには必ず｢赤｣｢自｣｢黒｣のうちの

最低二色が召喚される)､上昇と下降の運動(これは冒頭部分で見た)､同時

性(シモーヌと闘牛士ダラネロとのシーン)､重ね合わせ(ダラネロのシーン

でもシモーヌの性器に入れられた眠が､語り手を見つめるシーンでもマルセル

が想起される)などがある｡

さらに､｢限｣は形を変えて､物語の背景描写にもさり気なく登場し､物語

にイメージの統一を与えている｡そして､そのことは物語の言葉を一つの言語

宇宙として共時的に見たときに､一層理解できるだろう｡｢眼｣は､その球休

という形状と自という色によって､またシニフィアンの類似によって､｢玉

子｣に結びつく｡その｢玉子｣は形状と色から牡牛の｢畢丸｣へ結びつき､さ

らに､｢太陽｣へとつながり､球形の連鎖を作る｡また､｢眼｣はその白い色

から｢猫のミルク皿｣につながる｡白い色と液体であることから､ミルクは､

｢精液｣や｢尿｣に結びつく｡こうして､液体を構成する語句の連鎖が出来上

がり､｢嵐のシーン｣や｢馬の臓物が滝のように流れるシーン｣などもただの

背景描写でなくなり､この系列に組み込まれる｡
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こうして､『眼球詳』を構成する言葉たちは物語の通時､共時の両方にまた

がって､イメージの網状組織を作り上げ､それには｢限｣の系列と｢液体｣の

系列の二つがあることがわかる(18)(ただし､あくまでも｢限｣のイメージが主

役であり､｢液体｣のイメージはそこから派生したものにすぎない)｡そして､

それぞれの語句は､連想として結びつくことによって､一つの語句が他の語句

のシニフィアンになっているといえる｡そして､その結びつきは､ミシェル･

レリスが言うように､｢ある語は別の語の反映ないしは別の記述法を用いた転

換にすぎず､それらかすペて定義し合っているために､各語の意味が消滅して

くる辞書にも等しい世界(19)｣を形成している｡したがって､イメージの根源で

ある｢眼｣も物語の中では､超越的な意味を持ち得ない｡

4.『限球帝』の生成過程

『眼球霹』という物語では､登場人物の心理的連関や出来事の因果関係を説

得的に語ることよりも､イメージの照応によるエクスクーズを指し示すことに

主眼が置かれていた｡そして､そのイメージ群は､物語の時間的連鎖を離れて

見ていったとき､｢眼｣と｢液体｣の二つの系列になるという厳格な秩序に

従ったイメージの網状組織を形成していた｡その物語の共時的な構造を適時的

な構造へと変換することによって､観念モデルとしての『眼球辞』の生成過程

を探求してみたい｡それは､『眼球辞』の言葉たちがどのようにして物語へと

結集していったかを物語の構造から遡及して探るものであり､実際の物語がど

のような順序で書かれたかを示すわけではない｡

物語の構造に単純から複雑なものへという時間軸を導入すれば､まずイメー

ジの網状組織の発生､増殖､そして､'そのイメージ群を物語の時間的連鎖の中

に位置づけるといった形で物語は形成されていったと考えられる(ただし実際

にはイメージから物語から生み出されるだけでなく､物語を書きながらイメー

ジが生成するという場合もあっただろう)｡そのように考えたとき､物語の中

に物語の時間的因果関係に納まりきれずに居心地悪そうに居座っている文章が

見つかる｡そして､その文章が示している内容は､ほかならぬイメージのネッ

トワークを形成しようとする試みなのである｡
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尿は私にとって硝酸カリと結びついている｡そして､稲妻の方は､なぜか

は分からぬが､田舎の洗濯場のトタン屋根の上に､或る秋の雨降りの日に

置き忘れられていた､古風な素焼きの便幕とつながっている伽)｡

この場面は､まるで書き手バタイユが精神分析をしたときの連想をそのまま

書きつけたように､語り手の私の背後に書き手バタイユの姿を濃密に暗示させ

る｡これらの連想はこのあとマルセルに結びつけられるが､それでも物語の連

鎖の中では異質な感じをさせている｡｢尿｣と｢硝酸カリ｣､｢稲妻｣と｢素

焼きの便器｣には､シニフィアン､シニフィエのいずれにおいてもすぐに理解

できるようなつながりが見いだせない｡(もっとも｢尿｣と｢便器｣にはつな

がりがあるが)また､連想は二つの辞項で途切れており､広がりを待ったイ

メージの連合を生み出す機会を奪われている｡このままでは言葉たちは物語へ

と変貌を遂げることは出来ない｡イメージの網状組織は途切れず増殖してゆか

なければならない｡

『眼球欝』という物語の中には､飛躍した連想の結びつきでなく､シニフィ

アンまたはシニフィ上の類似性による､より説得的な連想の場面がある｡

そして《排尿する(血er)》という言葉から何を連想するかと尋ねてみる

と《えぐりだす(bⅦ血er)こと》と答えるのだった｡剃刀で何か赤いもの

を､太陽をえぐりだすこと｡じゃ､玉子からは何を連想するのか｡小牛の

目玉｡頑(小牛の頑)のせいで､それに玉子の自身は目玉の自身で､黄身

は瞳孔だから｡目玉の形もまた彼女に言わせれば玉子の形をしている｡

〔…〕言葉の遊戯に興じ､例えばときには目玉を割る《(c鮎Se川n(威)》

と言ったり､ときには《玉子をえぐる(αeVeru皿αuf)》と言ったりして､

ほかにも色々支離滅裂な理屈をこねまわすのだった(ヱ1)｡

この場面は､前に引用した連想の場面と違い､登場人物の会話という形を取

り､物語としての偽装をうまく演じている｡ここでは､辞項同士の結びつきは､

柑脱する(uriner)｣と｢えぐりだす(buriner)｣のようなシニフィアンの相

似性や｢玉子(肌f)｣と｢目玉(αil)｣のようにシニフィアン･シニフィエ

ー145-



の両方による強固な類似性を示している｡こうして二つの辞項の突飛な結びつ

きは､聞にシニフィアン･シニフィエの類似性による結びつきを挟み込むこと

により増殖し､イメージのまとまりを作り出す｡こうしてイメージの網状組織

は､拡大してゆき､数多くのイメージ群を形成してゆく｡

しかし､飛躍した二つの辞項の結びつきが増殖してイメージ群が生成するだ

けでは､物語の成立には不十分である｡イメージ同士の間に関連性がなければ

ただの分裂した狂気のイメージでしかないし､イメージそのものは本来は無時

間的なものであるからだ｡この関連性は､生成したイメージ群にある共通項の

発見(この時共通項を持たないイメージは物語から排除されるだろう)と物語

の時間的な秩序の中にイメージ群を組み込むという､共時的秩序と通時的秩序

の追求の両方からなされる｡実際､前に考察したように､出来上がった物語に

おいては､すべてのイメージは､｢限｣のヴァリエーションになっていたし､

その｢限｣のイメージがエピソードの中で次々に変形していくというのが物語

の時間的な連鎖を構成していた｡

そのように考えたとき､前に引用した連想の場面は､登場人物の遊戯として

さり気なく物語の中に挿入されているが､『眼球割という物語の原型をなし

ていると言える｡『眼球辞』を構成する様々なイメージ群は､｢眼｣をそのイ

メージの根源に持つことによって分裂した狂気のイメージであることを逃れて

いたが､この場面では､その｢眼｣のイメージとしてのつながりが示されてい

るからである｡｢限｣は､｢玉子｣につながり､｢えぐりだす｣ことから

｢尿｣につながり､物語において｢眼｣とつながる主要な連想がここに結集し

ている｡逆に『眼球霹』という物語は､この主要な連想を手がかりにして､

｢眼｣から｢玉子｣へ､｢限｣から｢尿｣へのつながりを説得的に語るために

物語のエピソードを必要としたとみなせるかもしれない｡

物語は､飛躍した二項の結びつき､それをつなぐ中間項の発見によるイメー

ジのネットワークの形成､そのネットワークを｢眼｣を中心に整序し､時間的

な連鎖の中に位置づけるという形で生成した｡
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5.書くことと癒されること

『眼球辞』の生成過程は､『眼球辞』の執筆以前にバタイユが陥っていた精

神の病的状態からの脱出と極めて深いつながりを持っている｡

『眼球欝』の誕生では､まずは飛躍した観念の結びつきがあった｡その観念

の結びつきとその時のバタイユの精神状態の両方を指し示す文章がある｡それ

は､『眼球辞』の執筆(1927年8月)以前､ちょうど精神分析をはじめた頃書か

れた(1927年6月)と全集の編者によって推定され､その編者によって仮に

｢夢｣と名づけられている｡この文章の分析から始めよう｡

覚醒時には､私は鼠への恐怖を父に結びつける｡その父は､禿げ鷲(父)

が血だらけの蛙をつつくという形で､私に体罰を与えている｡私の尻は裸

であり､腹は血だらけだ｡眼を閉じて赤い太陽を見るような､とても限が

くらんだという思い批私は想像する｡盲目の父自身もまた限をくらませ

る太陽を見ていると｡〔…〕父は私に平手打ちする｡そして､私は太陽を

見る(訟)｡

｢鼠への恐怖｣と｢体罰を与える父｣､｢限を閉じて太陽を見る私｣と｢太

陽を見る盲目の父｣の結びつきも､先の『眼球評』の最初の連想の文章と同じ

ように､飛躍していて分かりにくい｡また､全体のイメージも(｢赤｣による

ゆるやかな結びつきが辛うじて感じられるものの)断片的かつ分裂的である｡

引用した部分は全体から見ればイメージとしても文としてもまだまとまってい

る方である｡｢夢｣というこの文章は､文の途中でピリオドが打たれ､文が小

文字で途中から始まるなど句点法もおかしく､主語と動詞のある完全な文はほ

とんどなく､統辞法も乱れ､内容も父に凌辱されそうになったという恐怖を中

心に(実際にはそういった事実は存在しない)鼠や蜘殊に対する強迫観念につ

いて書かれていて､文章の形式からも内容からも分析当時にバタイユの陥って

いた病的状態をうかがうことが出来る｡バタイユは文章を統辞法に従って統御

することが出来ないという口ごもりの状態にあり､｢父｣をめぐる様々な恐怖

のイメージに取り巻かれていたのだ(刀)｡バタイユ自身も､自分を三人称で語っ
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た自伝ノートで､ト連の不運と陰欝な挫折の中での悪戦苦闘(訓)｣とこの時期

について証言を残している｡

ここから逆に考えると､F眼球弄』が発生する際の飛躍したイメージの結び

つきもまた一種の強迫観念であったと考えられる｡そして､この強迫観念から

逃れるには､二つのイメージの不条理な結びつきに対して､無意識の中を探査

して､この二つのイメージを結びつける観念のネットワークを探索し､飛躍し

た結びつきに対して､意味を与える必要があるだろう｡そして､その意味づけ

は､精神分析における要請であると同時に､『眼球薄』の成立において､途切

れた連想が物語へと進化してゆくのに必要であった要請でもある｡

ただし､飛躍した二つのイメージの結びつきが増殖し､数々のイメージが生

起するだけでは強迫観念の意味づけも物語の形成も不可能である｡そのことを

『太陽肛門』(1927年1月から2月に執筆､出版は1931年)という｢種の哲学

的散文詩とでも名づけられるような奇怪な文章群の一節を見ることで確かめて

みよう｡

私が顔を充血させるとき､それは真っ赤な都猥な様相を呈する｡

同時にそれは､病的な反射作用を通じて､血まみれの勃起と､そして破

廉恥と罪深い淫蕩へのやみがたい渇望を露呈する｡

従って､私の顔は一つの醜聞であり､私の情念はイエスヴィアス山

(鹿SUVE)によってしか表せないと私は断言してはばからない｡

地球はその肛門の役目を果たす活火山におおわれている｡

この球体は何一つ食わないが､時折､その臓腑の中身を外に投げ出す｡

その中身はすさまじい響きと共に噴き出し､イエスヴィアス山の山腹を

なだれ落ち死と恐怖をあたりにぶちまける(ぴ)｡

引用の文章は先ほど見た｢夢｣の文章のように文として不完全で､書き手の

口ごもりの状態を示してはいない｡言葉運は､淫蕩さを示す私の顔の描写､そ

して､その情念を示すイエスヴィアス山の描写とまとめることができるような

論理を持っている｡また全体に漂う赤､吃立によって結びつけられる｢勃起｣

と｢イエスヴィアス山｣､中身を噴き出すことによって結びつけられる｢火
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山｣と｢肛門｣といったイメージの一貫性も一応は持っている｡しかし､その

論理は危うく､イメージは極めてグロテスクである｡また､文章群全体を見る

とそれぞれの断章間では､イメージの統一性がないことが多く､全体としては

分裂的な印象を与える｡書いた人の精神状態が疑われるような文章である｡実

際､この書を読んだドース博士によって､バタイユは精神分析を勧められたの

だ｡このことをバタイユは､｢これらの著述に見られる毒性と全般的な強迫観

念が友人のドース博士に危慎を抱かせ､彼の勧めに従ってボレル博士の精神分

析を受ける鹿)｣と書き記している｡

結局､イメージ同士の聞に関連性がなければ､それは分裂した狂気のイメー

ジでしかない｡『太陽肛門』の一見した鏡舌さは､強迫観念をめぐる激しい痙

攣でしかないのだ｡

『眼球霹』の成立にあたっては､イメージ群の共通項の発見とそれにより整

序されたイメージ群を物語の時間的秩序の中に位置づけることで物語が作り出

された｡このことがバタイユの精神にはどのような結果をもたらしたのかを考

えてみよう｡

『眼球帝』を執筆し始めたときのバタイユは､｢夢｣という文章における

｢鼠｣や｢蜘妹｣､『太陽肛門』における｢肛門｣などの様々な強迫観念に圧

倒されていた｡その様々な強迫観念を統一するイメージが『眼球欝』を執筆す

る時に､探し求められ､結局｢限｣に対する強迫観念(副次的に｢尿｣)とし

て結集する｡その結果､それぞれの強迫観念は､まず｢眼｣との関連で位置づ

けられる｡次に､それぞれの強迫観念が､物語の時間的秩序の中に位置づけら

れることによって､物語の中で仮の意味を与えられる｡それはたとえ物語の中

での仮の意味とは言え､とにかく意味が与えられたことによってただの不条理

な意味ではなくなり､物語におけるイメージの照応の効果とも合わせて､バタ

イユの精神にカタルシスをもたらすだろう｡

(『眼球辞』に表象されたイメージそのものの持つ癒しの意味も見逃せない｡

物語のクライマックスをなす絞殺された神父から切り取った｢眼｣がシモーヌ

の性器から見つめるシーンは､バタイユにとっての原幻想を表している｡そし

て､原幻想との接触によって､主体の構造的変化が起こったのである(訂))

しかし､『眼球辞』の言語宇宙は閉じた世界を形成しており､物語だけでは､
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バタイユの強迫観念である｢眼｣の最終的な意味を決定できない｡物語の中で

｢股｣は｢玉子｣でもあり｢尿｣でもあり｢畢丸｣でもあり｢太陽｣でもあり､

結局､超越的な意味を持たないからだ｡イメージ群は不安定さを完全にはぬぐ

いされない｡そのために物語の場面の由来とその意味について自ら謎解きして

みせた第二部の暗合り章が必要であったのだ｡バタイユは､第二部で物語を構

成する｢眼｣と｢液体｣の二つの系列に対して､自注を加えている｡

しかしいちばん異様なのは､なんといっても排尿時の目つきだった｡何も

見えないせいで睦はしばしば宙に､上除の下に隠れてしまうのだった｡と

りわけ放尿時にはそれが著しかった｡おまけに父は鷲の塀の形に刻まれた

顔のなかにいつもたいそうはっきり見開いた､たいそう大きな眼をそなえ

ていたが､その大きな眼はそんなわけで排尿の際にはばとんどすっかり白

眼に変わり､彼だけにしか見えない世界の中で見捨てられ途方に暮れてい

るような､まったく痴呆的な表情を浮かべ､虚ろな､投げやりな､どっち

つかずの笑いをもらすのだった｡〔…〕いずれにせよ､私にとって｢玉

子｣のイメージとじかに結びついているのは､この瞬間における白い｢眼

球｣のイメージであり､物語の中に｢眼玉｣や｢玉子｣が現われる度毎に､

ほとんど決まって尿が出現する理由もこれによって説明できるわけだ(謂)｡

それからしばらくして､彼女はまた姿をくらました｡今度は夜中に小川に

沿って身を投げたかもしれないあたりを､私は自分でくまなく探し回った｡

沼地を横切って暗がりをかけずり回っているうちにばったり彼女と向い

合った｡彼女は膿までぬれ､スカートは川の水の小便を垂らしていた(か)｡

バタイユによれば､｢限｣に対する強迫観念の原型は､盲目甲父の排尿時の

目つきによるものであり､｢液体｣に関する観念の原型は､この父の排尿と､

狂気の発作で自殺未遂を図った母の濡れた服からしたたり落ちる水滴である｡

バタイユは､精神分析の解釈格子を用いて､すべてがそこへ遡及可能な超越的

な意味を措定し､イメージの連鎖に始原を打ちたてているのである｡そうやっ

て強迫観念に意味を発見すること､それこそが分析治療のめざすものである｡
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そして､意味はバタイユが失語の状態から立ち直るためには､極めて重要な要

素であったと考えられる｡

バタイユは､混沌とした無意識の中をまさぐることによって､初めにあった

意識の傷のような不条理なイメージ(強迫観念)を増殖させイメージの塊を作

り出し､そのイメージ群をつなぐ物語を作り出すことによって整序化して､さ

らに､家族体験による原初的な意味を措定して､意味を与え､彼の強迫観念に

決着をつけたのである｡そして､｢解放｣されたのである｡

6.結論

バタイユにとって､『眼球渾』を書くという行為は､自らの病んだ精神を癒

すという結果をもたらした｡『眼球辞』を書く行為は､自己の内奥深くに侵入

し､そこからイメージを持ち帰り､その意味を問い続け､そのことによって変

容をこうむった自己の内奥に再び侵入するといった､絶えざる自己分析の体験

であった｡そこでは､書く主体は､絶えず宙吊りにされ､厳しく問いにさらさ

れる｡その厳しい自己分析の中から億倖のようにつかみとられたイメージの照

応をもとにしてバタイユの精神は赦しい動揺から構造を手に入れ､その結果､

カタルシスを得る｡そして､バタイユは､それまでの失語に近い状態から､

｢ドキュマン｣という雑誌の編集および寄稿を初めとする旺盛な執筆活動を開

始する｡その後､バタイユは精神分析の解釈格子の中で得られた安定を放棄し

何物にも従属しない自己分析の旅に出る｡それが『無神学大全』という作品と

なるのは約十年後のことである｡

(1)ロラン･バルトは､｢作品からテクストヘ｣という論文の中で､次のよ

うに述べている｡｢ジョルジュ･バタイユは､どのように分類すればよいのか｡

この作家は､小説家か､詩人か､エッセイストか､経済学者か､哲学者か､神

秘主義者であろうか｡答えは極めて困難であるから､一般に文学の概説書は､
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むしろバタイユを忘れることにしている｡だが実は､バタイユは､いくつかの

テクスト､いや恐らく､常にただ一つのテクストを書いたのだ｡｣

(Roland Barthes,《Dellmvreautexte》,RevuedWetiquqno3,juillet-

sept血brら1971,p.227.)

(2)GeorgesBatai11e,肋a呼Iate"6,Paris,Gal1imard,1981,P.11.

(3)JeanDuran?11,鎚orgesBataille,Paris,Gal1imard,1976,P･13･

(4),(5)BataⅢe,如.れ£ろp.460.
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